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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ



Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■２０２６戦略の概要

3

「スマート（手のひら）市役所」へ

デジタルを「日常の道具」として使いこなし、誰一人取り残さない「人に優しいスマートシティ」を実現します。



Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■本戦略の位置づけ
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■基本方針：Rational & Sustainable DX
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基本方針： ＡＩを取り入れた合理的かつ持続可能なＤＸ
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協議会内連携、GDG連携、
観光DXの広域化
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（GovtechExpress最大限活用）

Kintone＆AppSheet
現在進行中 今後（2027以降）

現在進行中

今後（2026以降）

※アジャイルとは、計画変更や仕様変更を前提に、迅速に開発を進める手法
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ



Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■基本方針１：暮らしDX（利便性の最大化）

デジタル技術を活用して、面倒な手続きを減らし、毎日の
暮らしを「もっと快適」「ずっと安心」に変えていきます

【安心（もしもの時も、普段も）】【おもてなし（いつでもどこでも便利に）】

11

行政手続き

市役所に行かずにスマホで
申請！証明書もコンビニで

スムーズな移動（Maas)

バスやタクシーの予約・
決済もスマホひとつで完結

あなたへのお知らせ

健診やイベントなど、
自分に必要な情報が届く

防災・緊急情報

災害時、現在地に応じた避
難情報がすぐに届く

見守り・健康

離れた家族の様子がわかり、
健康相談もオンラインで

防犯・安全

地域の安全情報や
子どもの帰宅通知で安心
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■ハイブリッド・ポータルアプリの構築

施設予約
（ＬＩＮＥリンク）

イベント
かカレンダー

除雪情報
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■ポータルアプリとＬＩＮＥ、ＡＩを活用したミニアプリ群の融合

施設予約
（ＬＩＮＥリンク）

イベント
かカレンダー

除雪情報

ＡＩアバターが
回答
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【現場課題解決/Kintone等】
地域のボランティア活動に参加
現場の声を参考に、Kintoneや
AppSheetでボランティアポイント
を獲得調整
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■基本方針2：行政DX（クラウドネイティブな市役所）

クラウドでは、独自の都市OSや専
用アプリを運用し、内部事務は一
般的なPCが主体でした。内部サー
バは、専用設計ゆえのコストや硬
直性が課題で、迅速な改善や汎用
性の確保が困難な状況でした。

Google Workspaceや
Kintone/AppSheetを軸に、LINEや
学生コミュニティと共創。機動力
ある開発環境で、現場主導の改善
を即座に反映する「市民に寄り添
う市役所」へと進化します。
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■デバイス環境の刷新：ベータダッシュモデルへ順次移行
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GovtechExpress
（基盤化）
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協議会内連携、企業・行政・
大学・金融が連携し、地域課
題の社会実装を推進
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LINE（GovtechExpress）

現在進行中 2027年以降

職員が開発したすべのミニアプリがここに集約
LINEベースのGovtechExpressを活用し、
認証機能など共有
住民が複数のアプリを探す手間をなくす、ス
マートシティのワンストップ窓口に。



26

Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■行政DXの3か年スケジュール
クラウドネイティブ化と窓口改革の並行推進ロードマップ
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■窓口改革のグランドデザイン（3つのフェーズとＡＸの融合）

ＡＸポイント
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完成形 30
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■行政DXの未来（職員の働き方の変化）
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■基本方針3：地域DX（共創による課題解決）

協議会内連携（産官学金） 実行部隊：地域開発者コミュニティ
GDGむつ下北 学生 職員 住民



34

Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■実行基盤：協議会連携（学）＆金谷公園

・施策への活用
・滞在促進施策の検討
・施設改善

学生、研究者、
教授、市民など

協議会内連携（学）
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①現場での課題発見 ②様々なツールで
パズルのように構築

③むつ市公式LINE
等のアプリで即提供
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協議会内連携により、データ提供
等の支援を受け、市民向け「交通
Maasミニアプリ」として公式LINE・
ポータルアプリから即時リリース
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■地域DXの未来（ボトムアップによる活性化）

福祉買い物
支援

むつMaas
予約

る

むつ市防災情報

協議会内連携
（産官学金連携）

職員開発者

アプリ開発イベント
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■持続可能なDXに向けた目標値とコスト削減ロードマップ

2030

相談・支援特化拠点

来庁前の予約案内・ＡＩ案内による効率化

協議会内連携
地域活性化

高性能化

サービス充実

オンライン申請

申請開始

ゴミ出し支援

のアプリを作成
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■そして未来へ（世界とつながるスマートシティモデル確立）
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Ｓｍａｒｔｃｉｔｙ-ｍｕｔｓｕ■用語解説

ページ説明文用語

P8,P16,P17
バス、デマンドタクシー、ライドシェアなど、複数の移動手段を一つのスマホアプリで「検索・予約・支払い」まで
完結させる仕組みです。自家用車がなくても、自由に移動できる「移動のサービス化」を指します。MaaS（マース）

P9,P13,
P14,P27,P46

株式会社Bot Expressが提供する、LINEを活用して24時間365日行政手続きをオンライン化する「スマホ市役所」プ
ラットフォームです。自治体職員が専門知識なしで対話型サービスを即日〜数週間で実装でき、住民票申請、施設予
約、給付金手続きなどをLINE上で完結させます。

Govtech Express
(ｶﾞﾌﾞﾃｯｸｴｸｽﾌﾟﾚｽ)

P24
「何も信頼しない」という新しいセキュリティの考え方です。役所の外からでも、本人確認を徹底することで、情報
の漏えいを防ぎながら安全に仕事ができる環境を作ります。ゼロトラスト

P18,P36,P38
一度設定するだけで、公共の場所や観光地にあるWi-Fiに、安全に自動接続できる世界標準の仕組みです。パスワー
ド入力を繰り返す手間がなくなります。

オープンローミン
グ

P9,P13,P15
P20,P21ほか

複雑なプログラミングの知識がなくても、パズルのように組み合わせてスマホアプリを作れる道具です。役所の職員
が、現場の困りごとを解決する「ミニアプリ」を自ら作るために活用します。

AppSheet（アップ
シート）

P6,P8,P12
P26,P35ほか

「Google Developer Groups」の略で、技術を楽しむコミュニティです。むつ市では、地元の学生やエンジニアが、
行政と協力して地域の課題をデジタルで解決する仲間のことを指します。GDG

P6,P8,P26
P35,P36ほか

スマートシティ推進協議会における「産（企業）」「官（行政）」「学（大学）」「金（金融機関）」の4つの力が手を取り合う枠組み
を構築します。それぞれの強みを活かして、むつ市の未来を一緒に創っていきます。協議会内連携

P27,P42,P45
専門のIT技術者ではないけれど、AppSheetなどの道具を使って、自分の仕事や地域の課題を解決するアプリを自ら開
発することです。職員開発者

P6,P9,P37
システムやソフトウェア開発において、機能単位の小さな開発サイクル（イテレーション）を1〜4週間程度の短期間
で繰り返し、素早くリリースを行う手法です。アジャイル開発


